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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、依然として新型コロナウイルス感染症の影響を受けるなか、国内外での

ワクチン接種の普及や行動制限の緩和により、経済活動の正常化の動きがみられるものの、ロシアのウクライナ軍

事侵攻問題による対露経済制裁の影響等から世界的な資源高等が懸念され、先行きの景気動向は不透明な状況が続

いております。

当社グループにおける事業環境は、繊維事業においては、コロナ禍の影響から衣料向け生地の需要が落ち込んだ

ものの、法人向けユニフォームやキャンプ関連商品の需要が拡大し、同事業の業績改善が進みました。

不動産活用事業は、大型商業施設「イオンモール川口」の新築工事が完了し、2021年５月にイオンモール㈱に賃

貸を開始しております。また、既存の賃貸物件である「イオンモール川口前川」や病院施設等からの安定した賃貸

収入を維持しており、営業収益の安定化が図られております。

この結果、当連結会計年度の売上高は8,958百万円（前期比33.1％増）となりました。営業利益は大型商業施設

「イオンモール川口」の不動産取得税及び登記費用を計上したこと等から645百万円（前期比11.5％減）となり、経

常利益は740百万円（前期比15.3％減）となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は499百万円（前期比15.0

％減）となりました。なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。）等を当連

結会計年度の期首から適用しております。当会計基準等の適用が財産及び損益の状況に与える影響の詳細について

は、「３.連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）及び（セグメント情

報等）２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法」をご参照くださ

い。

事業別セグメントの概況は次のとおりであります。なお、事業別セグメントの売上高及び営業利益又は損失は、

セグメント間の内部取引消去前の金額であります。

① 繊維事業

マテリアル部は、原糸販売が資材向けを中心に産地市況が回復基調であることから増収となりましたが、生

地販売において厳しい市場環境が続いていることから、一部取扱い商品の見直しによる在庫処分を行ったため

損失が増加しました。

アパレル部は、原材料価格の上昇及び輸送コストの増加があったものの、百貨店からの新規受注に加え既存

取引先のユニフォームや空調服等の受注があり、増収増益となりました。

アウトドア部は、コロナ禍において三密を避けたレジャーとしてキャンプ関連商品の需要が高まり、また取

引先の直営店舗が増えたこと等により、増収増益となりました。

刺繍レースを扱うフロリア㈱は、新規取引先への販売を伸ばし増収となりました。

この結果、繊維事業の売上高は4,343百万円（前期比25.8％増）となり、営業利益は79百万円（前期は12百万

円の営業損失）となりました。

② 不動産活用事業

不動産活用事業は、「イオンモール川口前川」が近隣の大型商業施設に比べ回遊型ショッピングができると

いう、お客様の利便性と近隣住民の生活環境にあった専門店選びが評価されております。また「イオンモール

川口」は、34年間営業した同一場所にてスケールアップした「新生イオンモール川口」として新築・建替えを

行い、ニューノーマルな社会環境に合わせた最新型の商業施設として、2021年５月よりイオンモール㈱に賃貸

を開始し、増収に寄与しました。

一方で「イオンモール川口前川」は現在リニューアル工事を行っており、また「イオンモール川口」は同施

設に係る不動産取得税、登記費用の一時費用を計上したこと等から、売上原価が大幅に増加し減益となりまし

た。

なお、埼玉県南内の医療体制の充実を目的とした病院施設等を賃貸することにより、不動産活用事業は安定

した収益基盤を維持しております。

この結果、不動産活用事業の売上高は3,499百万円（前期比49.2％増）、営業利益は385百万円（前期比44.2

％減）となりました。
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③ ゴルフ練習場事業

埼玉興業㈱が営む川口・黒浜・騎西の各グリーンゴルフ練習場は、前期においては新型コロナウイルス感染

防止の観点から一時休業等を行いましたが、当期は屋外で感染リスクの少ないスポーツとして広く認知され、

またＳＮＳでの情報発信やキャッシュレス化を導入したことで、若年来場者の増加傾向がみられ、増収増益と

なりました。

この結果、ゴルフ練習場事業の売上高は1,006百万円（前期比20.7％増）、営業利益は135百万円（前期比

330.2％増）となりました。

④ その他の事業

神根サイボー㈱のインテリア施工事業は、一般住宅施工が堅調で、大口物件の受注もあり増収増益となりま

した。

なお、ディアグリーン課の緑化事業は、2021年３月末日をもって終了いたしました。

この結果、その他の事業の売上高は742百万円（前期比20.7％増）、営業利益は59百万円（前期比72.3％増）

となりました。

　

（２）当期の財政状態の概況

総資産は、前連結会計年度末に比べ3,762百万円増加して42,895百万円となりました。これは主に現金及び預金や

流動資産のその他に含まれる未収消費税等並びに投資有価証券が増加し、また、イオンモール川口の引渡しを受け、

有形固定資産が増加したこと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ2,889百万円増加して25,411百万円となりました。これは主に短期借入金や長期

借入金が増加したこと等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ872百万円増加して17,484百万円となりました。これは主に配当金の支払等が

あったものの、親会社株主に帰属する当期純利益の計上や収益認識に関する会計基準の適用により累積的影響額を

加算したこと等によるものであります。

　

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は前連結会計年度末に比べ805百万円増加し

て2,426百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は前連結会計年度末に比べ95百万円減少して2,039百万円となりました。これは

主に棚卸資産の増加や未払又は未収消費税等増減額の影響等があったものの、減価償却費や仕入債務の増加、イ

オンモール川口に係る不動産取得税の予定計上によりその他に含まれるその他負債が増加したこと等によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、支出した資金は前連結会計年度末に比べ9,162百万円減少して2,977百万円となりました。こ

れは主に有形固定資産の取得による支出が減少したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、得られた資金は前連結会計年度末に比べ8,324百万円減少して1,744百万円となりました。こ

れは主に短期借入れによる収入が増加したものの、長期借入れによる収入が減少したこと等によるものでありま

す。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率 52.2％ 53.5％ 49.6％ 37.1％ 35.7％

時価ベースの自己資本比率 59.5％ 59.8％ 55.5％ 44.3％ 41.6％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

7.4年 2.4年 6.1年 6.9年 8.2年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

24.3倍 72.7倍 51.2倍 61.4倍 19.7倍

(注) 自己資本比率 ： 自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 ： 株価時価総額／時価ベースの総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い

※いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

※時価ベースの総資産は、自己資本を時価ベースに置き換えて算出しております。

※キャッシュ・フローは、自己資本を時価ベースに置き換えて算出しております。有利子負債は連結貸借対照

表に計上されている負債のうち、借入金を対象としております。また、利払いについては当該有利子負債に係

る利息の支払額を使用しております。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の収束見通しが立たないなか、半導体不足やロシアに

よるウクライナ侵攻、原材料価格の高騰等の影響もあり、今後も不透明な経営環境が続くと見込まれます。

このような状況のもと当社グループは「繊維事業の安定的な黒字化」、安定した収益を生み出す「不動産活用事

業のさらなる拡充」、当社グループにおける「その他の事業の収益貢献度の向上」に向け、事業体制の強化と収益

力の向上を図ってまいります。

次期の連結業績は、繊維事業での原材料価格上昇等による事業環境悪化懸念や新設会社の費用先行及び次期から

「イオンモール川口」の建物に係る固定資産税の費用計上があるものの、同物件取得に係る不動産取得税及び登記

費用がなくなることや「イオンモール川口前川」のリニューアル工事による費用が減少すること等により、当期に

比べ営業利益は増加する見通しであります。

次期の連結通期業績予想は、売上高9,278百万円、営業利益965百万円、経常利益921百万円、親会社株主に帰属す

る当期純利益532百万円を見込んでおります。

なお、セグメント別売上高は次のとおりです。

繊維事業 4,558百万円

不動産活用事業 3,695百万円

ゴルフ練習場事業 1,025百万円

その他の事業 539百万円

全社又は消去 △540百万円

上記業績予想の算定においては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績等は様々な要因によって通期連結業績の見通しとは異なる場合があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作成する方針であ

ります。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応して

いく方針であります。

　



サイボー株式会社(3123) 2022年３月期 決算短信

－5－

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,820,349 2,586,237

受取手形及び売掛金 951,152 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 1,017,450

商品及び製品 851,947 1,005,705

仕掛品 7,695 6,795

原材料及び貯蔵品 28,545 32,342

その他 154,738 1,489,568

貸倒引当金 △4,968 △4,870

流動資産合計 3,809,461 6,133,228

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 20,865,152 35,958,471

減価償却累計額 △11,881,255 △13,073,042

建物及び構築物（純額） 8,983,896 22,885,429

機械装置及び運搬具 64,705 64,123

減価償却累計額 △61,537 △61,637

機械装置及び運搬具（純額） 3,168 2,486

工具、器具及び備品 533,453 517,068

減価償却累計額 △377,844 △389,829

工具、器具及び備品（純額） 155,608 127,239

土地 7,658,811 7,822,588

リース資産 115,463 115,463

減価償却累計額 △7,938 △16,449

リース資産（純額） 107,525 99,014

建設仮勘定 13,199,526 120,906

有形固定資産合計 30,108,537 31,057,664

無形固定資産 17,328 10,236

投資その他の資産

投資有価証券 4,656,690 5,170,536

繰延税金資産 270,416 261,095

その他 346,954 316,192

貸倒引当金 △76,142 △53,199

投資その他の資産合計 5,197,919 5,694,624

固定資産合計 35,323,785 36,762,525

資産合計 39,133,246 42,895,753
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 449,833 662,189

短期借入金 50,000 880,000

1年内返済予定の長期借入金 1,100,758 1,101,740

未払法人税等 119,087 132,527

賞与引当金 51,088 49,182

役員賞与引当金 6,350 7,030

その他 472,195 1,004,725

流動負債合計 2,249,312 3,837,394

固定負債

長期借入金 13,649,273 14,770,867

役員退職慰労引当金 242,242 253,889

退職給付に係る負債 195,826 166,715

長期預り保証金 5,567,727 5,579,948

資産除去債務 361,588 621,646

その他 255,488 180,994

固定負債合計 20,272,146 21,574,062

負債合計 22,521,458 25,411,456

純資産の部

株主資本

資本金 1,402,000 1,402,000

資本剰余金 874,236 825,348

利益剰余金 11,896,778 12,504,327

自己株式 △483,820 △245,433

株主資本合計 13,689,193 14,486,242

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 897,509 870,391

繰延ヘッジ損益 △58,136 △23,187

退職給付に係る調整累計額 △18,696 △8,978

その他の包括利益累計額合計 820,676 838,225

新株予約権 4,861 5,143

非支配株主持分 2,097,056 2,154,685

純資産合計 16,611,787 17,484,296

負債純資産合計 39,133,246 42,895,753
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 6,729,224 8,958,273

売上原価 4,766,441 7,094,790

売上総利益 1,962,783 1,863,482

販売費及び一般管理費 1,233,534 1,217,887

営業利益 729,248 645,595

営業外収益

受取利息 1,562 1,458

受取配当金 76,790 101,278

持分法による投資利益 124,063 69,881

デリバティブ評価益 - 23,464

その他 32,125 38,203

営業外収益合計 234,542 234,286

営業外費用

支払利息 36,539 108,378

その他 52,823 30,626

営業外費用合計 89,362 139,004

経常利益 874,428 740,877

特別利益

固定資産売却益 - 17,049

投資有価証券売却益 - 20,953

新株予約権戻入益 2,196 720

受取保険金 - 182,365

特別利益合計 2,196 221,089

特別損失

減損損失 48,498 -

災害による損失 - 157,176

投資有価証券評価損 - 245

特別損失合計 48,498 157,422

税金等調整前当期純利益 828,126 804,544

法人税、住民税及び事業税 122,767 185,983

法人税等調整額 49,683 31,054

法人税等合計 172,451 217,038

当期純利益 655,675 587,505

非支配株主に帰属する当期純利益 67,911 87,918

親会社株主に帰属する当期純利益 587,763 499,587
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益 655,675 587,505

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 532,382 △66,836

繰延ヘッジ損益 △58,136 34,948

持分法適用会社に対する持分相当額 79,221 39,281

その他の包括利益合計 553,467 7,393

包括利益 1,209,142 594,899

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,123,736 517,135

非支配株主に係る包括利益 85,406 77,763
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,402,000 872,299 11,491,892 △489,395 13,276,796

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,402,000 872,299 11,491,892 △489,395 13,276,796

当期変動額

自己株式の処分 1,937 5,574 7,512

自己株式の消却 -

剰余金の配当 △182,877 △182,877

親会社株主に帰属す

る当期純利益
587,763 587,763

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 1,937 404,885 5,574 412,397

当期末残高 1,402,000 874,236 11,896,778 △483,820 13,689,193

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 350,782 - △66,078 284,703 6,265 2,014,381 15,582,147

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
350,782 - △66,078 284,703 6,265 2,014,381 15,582,147

当期変動額

自己株式の処分 7,512

自己株式の消却 -

剰余金の配当 △182,877

親会社株主に帰属す

る当期純利益
587,763

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

546,727 △58,136 47,381 535,972 △1,404 82,674 617,243

当期変動額合計 546,727 △58,136 47,381 535,972 △1,404 82,674 1,029,640

当期末残高 897,509 △58,136 △18,696 820,676 4,861 2,097,056 16,611,787
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,402,000 874,236 11,896,778 △483,820 13,689,193

会計方針の変更によ

る累積的影響額
480,523 480,523

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,402,000 874,236 12,377,301 △483,820 14,169,717

当期変動額

自己株式の処分 -

自己株式の消却 △48,887 △189,516 238,404 -

剰余金の配当 △183,045 △183,045

親会社株主に帰属す

る当期純利益
499,587 499,587

自己株式の取得 △16 △16

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △48,887 127,025 238,387 316,525

当期末残高 1,402,000 825,348 12,504,327 △245,433 14,486,242

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 897,509 △58,136 △18,696 820,676 4,861 2,097,056 16,611,787

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△17,401 463,121

会計方針の変更を反映

した当期首残高
897,509 △58,136 △18,696 820,676 4,861 2,079,654 17,074,909

当期変動額

自己株式の処分 -

自己株式の消却 -

剰余金の配当 △183,045

親会社株主に帰属す

る当期純利益
499,587

自己株式の取得 △16

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△27,118 34,948 9,718 17,548 282 75,031 92,862

当期変動額合計 △27,118 34,948 9,718 17,548 282 75,031 409,387

当期末残高 870,391 △23,187 △8,978 838,225 5,143 2,154,685 17,484,296
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 828,126 804,544

減価償却費 659,971 1,289,062

減損損失 48,498 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,553 △23,040

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,870 △1,905

役員賞与引当金の増減額（△は減少） - 680

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,661 △29,110

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,596 11,647

受取利息及び受取配当金 △78,353 △102,737

支払利息 36,539 108,378

持分法による投資損益（△は益） △124,063 △69,881

有形固定資産売却損益（△は益） 471 △17,049

固定資産除却損 34,268 10,325

投資有価証券売却損益（△は益） - △20,953

投資有価証券評価損益（△は益） - 245

売上債権の増減額（△は増加） △10,745 △44,078

棚卸資産の増減額（△は増加） 198,658 △158,246

仕入債務の増減額（△は減少） △19,779 212,355

未払又は未収消費税等の増減額 401,120 △382,337

その他 137,514 625,667

小計 2,116,976 2,213,564

利息及び配当金の受取額 81,080 105,464

利息の支払額 △36,539 △108,378

法人税等の支払額 △26,432 △171,412

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,135,085 2,039,238

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 100,000 -

有形固定資産の取得による支出 △12,207,351 △3,094,712

固定資産の除却による支出 △34,268 △9,466

有形固定資産の売却による収入 364 28,009

投資有価証券の取得による支出 △121,694 △65,959

投資有価証券の売却による収入 49,256 116,613

定期預金の増減額（△は増加） 61,247 39,798

貸付金の回収による収入 5,400 5,200

その他 6,960 2,744

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,140,086 △2,977,773
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 320,000 1,270,000

短期借入金の返済による支出 △320,000 △440,000

長期借入れによる収入 11,100,000 2,300,000

長期借入金の返済による支出 △830,632 △1,177,424

配当金の支払額 △182,877 △183,045

非支配株主への配当金の支払額 △2,732 △2,732

ストックオプションの行使による収入 7,152 -

その他 △22,337 △22,577

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,068,572 1,744,219

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 63,572 805,685

現金及び現金同等物の期首残高 1,557,417 1,620,990

現金及び現金同等物の期末残高 1,620,990 2,426,675
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(重要な会計上の見積り)

1. 繰延税金資産の回収可能性

(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

繰延税金資産 261,095千円

(2) その他見積りの内容に関する理解に資する情報

繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって見積っております。

将来の事業計画は、新型コロナウイルス感染症が当社及び連結子会社の将来収益に与える影響を客観的に予想

することが困難であることから、当連結会計年度と同程度の経済環境及び業績が継続するものと仮定しており

ます。また、「イオンモール川口」に係る不動産取得税は過去実績を参考として見積っております。当該見積

りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際に発生した課税所得の時

期及び金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結財務諸表において、繰延税金資産の金額に重要な

影響を与える可能性があります。

2. 固定資産（大型商業施設）の耐用年数

(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

建物及び構築物 14,788,020千円

(2) その他見積りの内容に関する理解に資する情報

当社が保有する大型商業施設については、当社及び近隣の同種商業施設の営業年数や各々の大型商業施設に

関する事業計画等を考慮した耐用年数により減価償却費を計上し、その耐用年数は従前に当社が見積った耐用

年数に比べ短縮し、賃貸開始後35年としております。

耐用年数は経済状況等の変化がない限り継続して適用しますが、耐用年数の見直しを行った場合には連結財

務諸表に影響を与えるおそれがあります。

(会計方針の変更)

1.「収益認識に関する会計基準」及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

(1) 追加の財又はサービスを取得するオプションの付与

ゴルフ練習場において利用可能なプリペイドカードの購入金額に応じて、ポイントを顧客に付与しておりま

す。当該ポイント制度について、従来は、サービス提供の対価として顧客がポイントを利用した場合には売上

の減額処理を行っておりましたが、当該ポイントを履行義務として識別し、収益の計上を繰り延べる方法に変

更しております。

(2) 一定の期間にわたり充足される履行義務

インテリア施工事業における工事契約に関して、従来は、工事完成基準を適用しておりましたが、財又はサ

ービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更してお

ります。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくインプット法によ

っております。

(3) 有償支給

有償支給取引について、従来は、有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い

戻す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

(4) 割賦販売取引

持分法適用関連会社で行っている割賦販売について、従来は、割賦基準により収益を認識しておりましたが、

財又はサービスを顧客に移転し当該履行義務が充足された一時点で収益を認識する方法に変更しております。

なお、取引価格は、割賦代金総額に含まれる金利相当分の影響を調整しております。
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収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益

剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当連

結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準第89-２項

に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の売上高は2,590千円減少し、売上原価は

7,635千円増加し、営業利益は10,225千円減少し、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ28,428千円増加し

ております。また、利益剰余金の当期首残高は480,523千円増加しております。

当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書は、税金等調整前当期純利益は28,428千円増加しております。

当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算書の利益剰余金

の期首残高は480,523千円増加、非支配株主持分は17,401千円減少しております。

１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

なお、収益認識会計基準第89-３項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に係る「収益認識関係」注記

については記載しておりません。

2.「時価の算定に関する会計基準」及び「時価の算定に関する会計基準の適用指針」等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方

針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(会計上の見積りの変更)

(耐用年数及び残存価額の変更)

当社が保有する有形固定資産のうち大型商業施設については、「イオンモール川口」の竣工、賃貸開始に伴い、

その使用実態、使用見込期間を再検討しました。その結果、当連結会計年度の期首から耐用年数及び残存価額をよ

り実態に即した期間及び金額に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の減価償却費は110,977千円増加し、営業利益、経常利益及び

税金等調整前当期純利益はそれぞれ110,977千円減少しております。
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(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、セグメント情報におい

ては、「繊維事業」「不動産活用事業」「ゴルフ練習場事業」を報告セグメントとしております。

「繊維事業」は、繊維品の製造販売を行っており、「不動産活用事業」は、商業施設・その他不動産の賃貸及びビ

ルメンテナンスの運営を行っており、「ゴルフ練習場事業」は、ゴルフ練習場の運営を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

セグメント間の内部取引における価格は、外部顧客との取引価格に準じております。

会計方針の変更等に記載のとおり、当連結会計年度に係る連結財務諸表から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「ゴルフ練習場事業」の売上高及びセグメント利益はそ

れぞれ11,124千円減少し、「その他」の売上高は8,534千円増加、セグメント利益は899千円増加しております。

また、会計上の見積りの変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から大型商業施設の耐用年数及び残存価額を

より実態に即した期間及び金額に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「不動産活用事業」のセグメント利益は110,977千円減少

しております。

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2020年４月１日　至 2021年３月31日）

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計

繊維 不動産活用 ゴルフ練習場 計

売上高

外部顧客への売上高 3,444,231 2,074,619 833,910 6,352,762 376,462 6,729,224

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,471 270,323 ― 278,794 238,908 517,703

計 3,452,703 2,344,943 833,910 6,631,557 615,370 7,246,928

セグメント利益又は損失(△) △12,921 690,527 31,441 709,047 34,797 743,844

セグメント資産 1,935,317 27,615,330 1,993,192 31,543,840 486,647 32,030,488

その他の項目

減価償却費 16,391 521,850 118,430 656,672 3,299 659,971

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

6,588 12,151,529 75,006 12,233,124 2,147 12,235,272

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、緑化事業、インテリア施工事業を

含んでおります。
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当連結会計年度（自 2021年４月１日　至 2022年３月31日）

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計

繊維 不動産活用 ゴルフ練習場 計

売上高

外部顧客への売上高 4,334,746 3,220,003 1,006,866 8,561,616 396,657 8,958,273

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,400 279,809 29 288,238 345,865 634,103

計 4,343,146 3,499,812 1,006,895 8,849,854 742,522 9,592,377

セグメント利益 79,385 385,233 135,260 599,879 59,969 659,849

セグメント資産 2,144,880 27,845,461 2,729,860 32,720,202 543,558 33,263,760

その他の項目

減価償却費 16,006 1,155,587 115,116 1,286,710 2,352 1,289,062

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額
（注）２

4,266 2,946,898 177,685 3,128,850 757 3,129,608

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インテリア施工事業を含んでおり

ます。

２ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、資産除去債務に対応する除去費用を含めておりません。

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 6,631,557 8,849,854

「その他」の区分の売上高 615,370 742,522

セグメント間取引消去 △517,703 △634,103

連結財務諸表の売上高 6,729,224 8,958,273

(単位：千円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 709,047 599,879

「その他」の区分の利益 34,797 59,969

セグメント間取引消去 △14,595 △14,254

連結財務諸表の営業利益 729,248 645,595

(単位：千円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 31,543,840 32,720,202

「その他」の区分の資産 486,647 543,558

全社資産（注） 7,102,758 9,631,992

連結財務諸表の資産合計 39,133,246 42,895,753

（注）全社資産は主に余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等で

あります。
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(単位：千円)

報告セグメント計 その他 調整額(注）１ 連結財務諸表計上額

その他の項目 前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 656,672 1,286,710 3,299 2,352 － － 659,971 1,289,062

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額
（注）２

12,233,124 3,128,850 2,147 757 11,331 7,686 12,246,604 3,137,294

（注）１ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、管理部門及び全社に属する設備投資額であります。

２ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、資産除去債務に対応する除去費用を含めておりません。

【関連情報】

前連結会計年度(自 2020年４月１日　至 2021年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

イオンモール㈱ 1,706,512 繊維、不動産活用及びその他

キャンパルジャパン㈱ 868,196 繊維及びその他

当連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

イオンモール㈱ 2,843,633 繊維、不動産活用及びその他

キャンパルジャパン㈱ 1,269,737 繊維
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2020年４月１日　至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

繊維 不動産活用 ゴルフ練習場 計

減損損失 ― 23,971 24,526 48,498 ― ― 48,498

当連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 1,098.23円 1,159.89円

１株当たり当期純利益 44.53円 37.81円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

－円 37.80円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、前連結会計年度は希薄化効果を有する潜在株式は存在

しないため記載しておりません。

２．「会計方針の変更」に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」等を適用しております。この結果、

当連結会計年度の１株当たり純資産額は37.20円増加し、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当

たり当期純利益はそれぞれ2.15円増加しております。

３．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 587,763 499,587

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

587,763 499,587

　普通株式の期中平均株式数(株) 13,200,289 13,211,968

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

　親会社株式に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加額(株) － 3,203

　(うち新株予約権(株)) (－) (3,203)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

潜在株式の種類と数
2015年から2020年発行分の
ストックオプション

新株予約権 2,030個

潜在株式の種類と数
2016年、2017年、2018年及
び2021年発行分のストック
オプション

新株予約権 1,410個

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2021年３月31日)

当連結会計年度末
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 16,611,787 17,484,296

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 2,101,917 2,159,829

(うち新株予約権(千円)) (4,861) (5,143)

(うち非支配株主持分(千円)) (2,097,056) (2,154,685)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 14,509,870 15,324,467

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

13,211,993 13,211,958
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(重要な後発事象)

　子会社の設立

当社は、2022年４月19日開催の取締役会において、子会社の設立、当該子会社にて新たな事業を開始することを

決議いたしました。

　 １. 子会社設立及び新たな事業の開始の目的

当社は1948年会社設立以来70年以上に渡り繊維事業を展開し、各時代のニーズに応じた商材を製造・販売する

とともに、大型商業施設賃貸をメインとする不動産開発事業を手掛けることにより、安定的かつ強固な経営基盤

の構築を進めてまいりました。

一方で昨今、繊維業界における市場環境が厳しくなるなか、繊維事業の収益基盤の更なる強化は当社グループ

の中長期的な成長において不可欠であり、現在のマテリアル・アパレル（ユニフォーム）・アウトドア（キャン

プ関連商品）の主要３部門に加え、柱となる新たな事業への取組みが必要であると考えております。

この度設立を予定している子会社では、これまで当社が培ってきた様々な経営資源やノウハウを生かし、成長

が見込める分野での繊維品全般への加工を主体とした事業を展開する予定であり、付加価値の高い差別化した加

工・製品の提供を通じ業容拡大を図ることにより、今後の当社グループの業績への寄与及び企業価値向上を目指

してまいります。

　 ２. 新設する子会社の概要

（1）名称 サイボークリエイト株式会社

（2）本店所在地 埼玉県川口市

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 高橋 英朗

（4）事業内容 繊維製品の加工・販売

（5）資本金 10,000千円

（6）創立年月日 2022年５月

（7）大株主及び持株比率 サイボー株式会社 100％

（8）上場会社と当該会社

との間の関係

資本関係 当社100％出資の子会社であります。

人的関係
当社子会社の取締役である高橋英朗が当該会社の代

表取締役を兼務いたします。

取引関係
営業を開始していないため、当社との取引関係はあ

りません。

　


